
記入例

第一号様式（第四条関係）

届出者

印

届出者

印

上　記　代　理　人 行政書士　○○　○○ 印

注①　届出ごとに委任状を届出書に添付してください。

注②　行政書士又は行政書士法人でない者は，他の法律に別段の定めがある場合等を除き，

※ ※ 　　　官公署に提出する書類（電磁的記録を含む。）その他権利義務又は事実証明に関する

　　　書類の作成を業として行うことはできません。（行政書士法第19条第1項）。

※

※

◎　商号、名称又は氏名、住所及び連絡先

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

イ ハ ゛ ラ キ ミ ン ハ ゜ ク 法人・個人の別

１ １．法人

茨 城 民 泊 株 式 会 社 ２．個人

３ １ ０ － ０ ８ ５ ２

茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 Ｃ Ｃ Ｃ － Ｄ

0 2 9 － ３ ０ １ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

※

◎　代表者又は個人に関する事項

イ ハ ゛ ラ キ タ ロ ウ

茨 城 太 郎 Ⅿ Ｓ
Ｓ － ３ ０ 年 ０ ６ 月 １ ５ 日 Ｔ Ｈ

※

明治

大正

昭和

平成

氏 名

生 年 月 日

商 号 、 名 称

郵 便 番 号

住 所

電 話 番 号

又 は 氏 名

法 人 番 号

フ リ ガ ナ

受付番号 受付年月日

電 話 番 号

フ リ ガ ナ

　住宅宿泊事業法第３条第１項の規定により、住宅宿泊事業の届出をします。

この届出書及び添付書類の記載事項は、事実に相違ありません。

平成　○○年　○月　○日

殿

確認欄

茨城民泊株式会社

（法人である場合においては、代表者の氏名）

（Ａ４）

住 宅 宿 泊 事 業 届 出 書
（第一面）

茨城県知事

商 号 又 は 名 称

代表取締役　茨城　太郎氏 名

性 別 ☑ 男性 □ 女性

確認欄

ファクシミリ番号

　　　　年　　　　月　　　　日

届出番号

　　029－301－ＸＸＸＸ

　　029－301－ＹＹＹＹ

第 号

届出年月日

電 話 番 号

ファクシミリ番号

　　029－301－ＸＸＸＸ

　　０２９－ＺＺＺ－ＺＺＺＺ

　　０２９－ＡＡＡ－ＡＡＡＡ

電 話 番 号

商号又は名称

氏名

茨城民泊株式会社

代表取締役　茨城　太郎

（法人である場合においては、代表者の氏名）

ファクシミリ番号 　　029－301－ＹＹＹＹ

・法人の場合，「フリガナ」欄は，名称のみを記入する。（法人の種別（カブシキガイシャなど）
のフリガナは記入は不要。）ただし，「商号，名称又は氏名」欄には，法人の種別を記入する。

・個人の場合，姓と名の間は１文字空ける。
・上段から左詰めで記入し，その際，濁点及び半濁点は１文字とする。

記入しないでください

・個人の場合は，「商号又は名称」欄に屋号等の名称（ある場合のみ。ない場合は記載不要。），
「氏名」欄に，届出者の氏名を記入し，押印する。

※代理人による届出をする場合

←届出者の
押印は不要

←代理人の
職印を押印

職
印

・住民票上の住所を記入する。（建物名，部屋番号等も含む。）
・「丁目」「番」及び「号」は，それぞれ「－（ダッシュ）」で区切る。

・最初の□には下表より当該する元号のコードを記入するとともに，□に数字を記入するに当たっ
ては，空位の□に「０」を記入する。

連名で届出をする場合は，「別紙（連名用）」に記載の上，当該面の次に添付してください。

・市外局番，市内局番，番号を「－（ダッシュ）」で区切り，左詰めで記入する。

表
印

代
者

※記入例（法人の場合)

だ

「－（ダッシュ）」で区切る。

空位には「０」を記入する。

「゛」濁点「゜」半濁点は，
１ますを使用して記入する。

【記入の際の注意事項（各面共通）】

H29030028
テキストボックス
〇〇〇〇

H29030028
長方形

H29030028
長方形

H29030028
長方形

H29030028
長方形

H29030028
テキストボックス
届出者の氏名を記入する。

H29030028
テキストボックス
茨城県知事



記入例
※

◎　法定代理人に関する事項

イ ハ ゛ ラ キ シ ュ ク ハ ク 法人・個人の別

１ １．法人

茨 城 宿 泊 株 式 会 社 ２．個人

３ １ ０ － ０ ８ ５ ２

茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 Ｅ Ｅ Ｅ － Ｆ Ｆ

－ 年 月 日

※

◎　法定代理人の代表者に関する事項（法人である場合）

イ ハ ゛ ラ キ イ チ ロ ウ

茨 城 一 郎

Ｓ － ４ ２ 年 ０ ９ 月 ２ １ 日

※

◎　法定代理人の役員に関する事項（法人である場合）

イ ハ ゛ ラ ハ ナ コ

茨 花 子

Ｓ － ５ ４ 年 １ １ 月 ０ ５ 日

※

－ 年 月 日

※

－ 年 月 日

※

－ 年 月 日

※

□ 女性☑

氏 名

□

☑

フ リ ガ ナ

氏 名

女性

性 別 男性

フ リ ガ ナ

性 別

□ 女性

□ 男性 □

性 別 □ 男性

確認欄生 年 月 日

フ リ ガ ナ

氏 名

確認欄生 年 月 日

性 別

氏 名

確認欄生 年 月 日

フ リ ガ ナ

□ 男性 □ 女性

性 別 女性

確認欄生 年 月 日

郵 便 番 号

住 所

確認欄

フ リ ガ ナ

氏 名

男性

生 年 月 日

性 別

（第二面）

受付番号

フ リ ガ ナ

商 号 、 名 称

又 は 氏 名

生 年 月 日

男性 □ 女性

確認欄

□

・代表者が複数存在する場合は，その中から選任された１名の代表者について記入し，その他の役
員（法定代理人の代表者以外の代表者を含む）については，「◎法定代理人の役員に関する事項
（法人である場合）」に記入する。

こ
れ
よ
り
下
は
、
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
。

。カブシキガイシャ等の法人の種別は記入不要。

空位には「０」を記入する。

・第一面に記載の【記入の際の注意事項（各面共通）】を確認した上で記入する。



記入例
※

◎ 役員に関する事項（法人である場合）

イ ハ ゛ ラ キ カ ス ゛ ヒ コ

茨 城 一 彦

Ｓ － ５ ８ 年 ０ ７ 月 ０ ９ 日

※

イ ハ ゛ ラ キ ケ ン シ ゛ ロ ウ

茨 城 健 二 郎

Ｓ － ６ ０ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日

※

イ ハ ゛ ラ キ カ エ コ

茨 城 華 惠 子

Ｓ － ３ ４ 年 ０ ６ 月 ０ ８ 日

※

－ 年 月 日

※

－ 年 月 日

※

－ 年 月 日

※

□ 男性 □ 女性

性 別 □ 男性 □ 女性

☑ 女性

性 別 □ 男性 □ 女性

生 年 月 日

確認欄

確認欄

性 別

□ 女性

性 別 ☑ 男性 □ 女性

確認欄

性 別 ☑ 男性

確認欄

確認欄

氏 名

性 別 □ 男性

（第三面）

受付番号

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

フ リ ガ ナ

確認欄

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

届
出
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
。

・第一面で，代表者として記入した以外の役員について記入する。

・第一面に記載の【記入の際の注意事項（各面共通）】を確認した上で記入する。



記入例
※

◎　住宅宿泊管理業に関する事項（住宅宿泊管理業者である場合）

Ｈ － ３ ０ 年 ０ ６ 月 １ ５ 日 ※

0 1 Ｆ 0 1 2 3 4

◎　住宅に関する事項

3 1 0 － 0 8 5 2

茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ － Ｈ 茨 城 ア

ハ ゜ － ト 2 0 1 号

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2

※

本 店

3 1 0 － 0 8 5 2

茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 Ｃ Ｃ Ｃ － Ｄ

0 2 9 － ３ ０ １ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ※

イ ハ ゛ ラ キ 支 店

3 1 0 － 0 8 5 1

茨 城 県 水 戸 市 千 波 町 Ｋ Ｋ Ｋ － Ｌ Ｌ

0 2 9 － ３ ０ １ － Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ※

－

※

登 録 番 号

電 話 番 号

□

□

現に人の生活の本拠として使
用 さ れ て い る 家 屋

入 居 者 の 募 集 が
行 わ れ て い る 家 屋

随時その所有者、賃借人又は転借
人の居住の用に供されている家屋

住 宅 の 建 て 方 □ 一戸建ての住宅

確認欄

電 話 番 号

◎　営業所又は事務所に関する事項（営業所又は事務所を設ける場合）

☑

宿泊者の使用に供する部
分（宿泊室を除く）

住

宅

の

規

模

居 室

２　階

階

（第四面）

受付番号

郵 便 番 号

所 在 地

不 動 産 番 号

第 ２ 条 各 号 に
掲げる家屋の別

☑ □

確認欄

登 録 年 月 日

□ 長屋

営業所又は事務所
の 名 称

郵 便 番 号

28　㎡

共同住宅 寄宿舎

宿　　泊　　室

21　㎡ 9　㎡

30　㎡

所 在 地
確認欄

階 確認欄

合 計 21　㎡
㎡

営業所又は事務所
の 名 称

確認欄

電 話 番 号

㎡ ㎡
㎡ ㎡

9　㎡

㎡

郵 便 番 号

所 在 地

営業所又は事務所
の 名 称

郵 便 番 号

所 在 地

30　㎡

合　　　　計

届出者が，住宅宿泊管理業者である場合にのみ記入する。

・住宅の所在地を記入する。なお，当該住宅を明確にするため，建物・アパート名及び部屋番号も
記入する。

・建物の登記事項証明書の「不動産番号」（右上部）を記入する。

「住宅の規模」欄の各室について

〇居室
・宿泊者のみが使用する宿泊室やLDK等（台所，浴室，便所，洗面所，廊下など宿泊者以外も使用
する部分と押入れや床の間といった場所は含まない。）をいう。面積は，内寸面積（※１）により算
定する。

〇宿泊室

・宿泊者が就寝するために使用する部屋（宿泊室内の押入れや床の間は含まない。）をいう。面積

は，壁芯面積（※２）（壁その他の区画の中心線で囲まれた部分の水平投影面積）により算定する。

〇宿泊者の使用に供する部分（宿泊室を除く。）

・届出住宅全体から宿泊室と届出者のみが使用する部屋を除いた部分（宿泊者以外も使用する台所，

浴室，便所，洗面所のほか，押入れや床の間，廊下を含む。）をいう。なお，届出住宅全体を宿泊

者のみが使用する場合は，届出住宅から宿泊室を除いた部分となる。面積は，壁芯面積で算定する。

【内寸面積※１と壁芯面積※２の違い】（下図参照）

〇内寸面積 ： 壁の内側で測定した建物の面積
〇壁その他の区画の中心線で囲まれた部分の水平投影面積（壁芯面積）

： 壁や柱の厚さの中心線で測定した建物の面積

・届出者が，営業所又は事務所を設ける場合にのみ記入する。また，営業所又は事務所ごとに記入

する。
・「営業所又は事務所の名称」の欄は，「本店」，支店名等を記入する。（商号は記載不要）



記入例
※

◎　住宅宿泊管理業務の委託に関する事項（住宅宿泊管理業務を委託する場合）

ミ ン ハ ゜ ク カ ス ゛ キ

民 泊 一 輝

Ｈ － ３ ０ 年 ０ ６ 月 １ ５ 日

0 1 Ｆ 0 1 2 3 4

別 添 の 管 理 委 託 契 約 の 写 し の と お り

※

◎　その他の事項

※

（第五面）

受付番号

転借人に該当する

管 理 受 託 契 約
の 内 容

商 号 、 名 称
又 は 氏 名

フ リ ガ ナ

□

住
宅
宿
泊
管
理
業
者

登 録 年 月 日

登 録 番 号

□

☑

□

☑

確認欄

確認欄

□

住宅がある建物が、二
以上の区分所有者が存
する建物で人の居住の
用に供する専有部分の
あるものに該当する

☑賃借人に該当する

賃借人に該当しない

転借人に該当しない

□

☑

住宅に人を宿泊させる間、不在（法第11条第１項第２号の国土交通省令・厚生労働省令
で定めるものを除く。）とならない

賃貸人が住宅宿泊事業の用に供することを目的とした賃
借物の転貸を承諾している

賃貸人及び転貸人が住宅宿泊事業の用に供することを目
的とした転借物の転貸を承諾している

規約に住宅宿泊事業を営むことを禁止する旨の定めがな
い（当該規約に住宅宿泊事業についての定めがない場合
は、管理組合に届出住宅において住宅宿泊事業を営むこ
とを禁止する意思がない旨を含む。）

住宅がある建物が、二以上の区分所有者が存する建物で人の居住の用に供する専有部分
のあるものに該当しない

□

届出者が，住宅宿泊管理業者に委託する場合にのみ記入する。

・届出者が賃借人に該当する場合は，点線上部２か所にチェックを入れる。
〇賃借人・・・住宅の所有者から住宅を借りている者であり，その場合は，所有者（いわゆる大家
さん）から，その住宅で民泊を行うことの承諾を得た上で，届出書類にその承諾書の添付が必要。

・届出者が転借人に該当する場合は，点線上部２か所にチェックを入れる。
〇転借人・・・住宅の所有者から住宅を借りている者からさらに住宅を借りている者であり，その
場合は，賃貸人（いわゆる大家さん）と転貸人（上記の賃借人）から，その住宅で民泊を行うこと
の承諾を得た上で，届出書類にその承諾書の添付が必要。

・アパートやマンション等の場合で区分所有権が存在する場合は，点線上部２か所にチェックを入
れる。・・・民泊を禁止しないことが定められたマンション管理規約の写しや，また，その定めが
ない場合は，民泊を禁止する意思がないことを確認した誓約書が届出書類に必要。

戸建ての場合は，点線下にチェックを入れる。

・第一面に記載の【記入の際の注意事項（各面共通）】を確認した上で記入する。




